
公
共
事
業
の
入
札
の
「
最

低
制
限
価
格
」
と
は
、
質
を

保
障
す
る
た
め
に
、
予
定
価

格
（
見
積
も
り
額
）
の
２
／
３

〜
８
割
を
発
注
者
が
設
定
す

る
こ
と
で
す
。
こ
の
最
低
価
格

制
限
が
、
い
ま
区
議
会
の
焦

点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
校
舎
解
体
工
事

で
そ
の
価
格
が
８
割
に
。
こ
の

種
の
工
事
で
異
例
の
高
値
と

な
っ
た
背
景
に
、
議
員
の
関
与

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
惑
で
す
。
落
札
額
か
ら

議
員
に
数
百
万
円
「お
礼
」を

し
て
も
、
落
札
業
者
の
利
益

は
多
大
で
す
。

税
金
の
一
部
が
、
入
札
に

関
与
し
た
議
員
の
手
に
渡
れ

ば
、
「税
金
の
還
流
」で
す
。

税
金
の
使
わ
れ
方
を
チ
ェ
ッ

ク
す
べ
き
議
会
と
議
員
に
、

「疑
惑
」を
解
明
す
る
姿
勢
が
、

今
、
き
び
し
く
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
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区
は
麹
町
保
育
園
を
建
て
替

え
、
「
民
設
民
営
・
区
立
園
廃

止
」
の
方
針
を
示
し
、
二
〇
〇

七
年
六
月
以
来
、
保
護
者
と
話

し
合
い
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

父
母
の
会
の
民
営
化
に
対
す

る
不
安
は
大
き
く
、
「
民
営
化

対
策
委
員
会
」
を
つ
く
り
、
区

議
会
へ
陳
情
、
環
境
文
教
委
員

と
懇
談
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

区
は
、
「
父
母
と
の
合
意
が

得
ら
れ
ず
」
民
営
化
を
断
念
す

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

麹
町
保
育
園
の
移
転
先
の
仮

園
舎
は
、
建
設
費
が
約
二
億
円
、

耐
用
年
数
は
三
四
年
で
す
。

こ
の
仮
園
舎
を
当
面
、
区
立

園
と
し
て
存
続
し
て
い
く
計
画

と
し
て
い
ま
す
。

区
は
、
旧
園
舎
跡
地
に
隣
接

し
た
「
お
ひ
さ
ま
広
場
」
と
あ

わ
せ
た
約
一
〇
〇
〇
㎡
の
土
地

に
、
民
間
事
業
者
が
運
営
を
行

う
認
可
保
育
所
を
新
た
に
つ
く

る
計
画
（
四
〜
五
階
建
て
・
一

二
〇
名
定
員
・
Ｈ
二
六
年
度
予

定
）
を
示
し
ま
し
た
。

来
年
四
月
、
二
番
町
に
開
所

予
定
に
引
き
続
い
て
の
認
可
保

育
園
増
設
で
す
。

希
望
す
る
保
育
園
に
は
い
れ

な
い
子
ど
も
が
現
在
一
五
〇
名

を
超
え
て
い
ま
す
。

待
機
児
が
増
え
る
中
で
、
国

が
、
公
立
保
育
園
に
も
建
設
費

補
助
を
行
う
こ
と
が
ど
う
し
て

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

民
設
民
営
化
は

父
母
の
合
意
得
ら
れ
ず

区
は
麹
町
保
育
園
の
民
営
化
断
念

旧
園
舎
跡
地
に
認
可
園
増
設

一
、
学
校
図
書
館
司
書
に
つ
い
て

＊
小
学
校
の
司
書
派
遣
を
現
行
（
週
二
回
）

か
ら
拡
充
す
る
こ
と

＊
中
学
校
に
司
書
を
配
置
す
る
こ
と

＊
九
段
中
等
・
後
期
課
程
に
都
立
高
校
と
同
様
、

に
正
規
司
書
を
配
置
す
る
こ
と

二
、
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
公

園
づ
く
り
を
本
格
的
に
検
討
す
る
こ
と

区
立
麹
町
保
育
園
は

仮
園
舎
で
存
続

第
四
回
定
例
区
議
会
で
私
は
次
の
提
案
を
行
う
予
定
で
す

旧
園
舎
跡
地
に

民
間
認
可
保
育
所
増
設

麹町保育園仮園舎



議
員
「
視
察
」
は
改
善
さ
れ
た
？

数
年
前
の
「
沖
縄
視
察
で
ゴ
ル
フ
」
が
問
題

に
な
っ
て
か
ら
、
議
員
の
視
察
が
改
善
さ
れ
た

と
聞
き
ま
し
た
。

「
入
札
疑
惑
」
も
取
り
上
げ
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
不
正
は
起
こ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
噂
は
あ
っ
た
か
ら
ね
。

（
飯
田
橋
二
・
Ａ
さ
ん
）

「
再
開
発
」
工
事
中
の
交
通
が
心
配

旧
警
察
病
院
の
解
体
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

付
近
の
工
事
も
重
な
っ
て
、
狭
い
道
路
を
工

事
車
両
が
加
わ
り
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
か
心

配
で
す
。
学
校
が
沢
山
あ
る
地
域
な
の
で
、
再

開
発
後
の
交
通
状
況
も
不
安
で
す
。

（
富
士
見
一
・
Ｂ
さ
ん
）

許
せ
な
い
国
会
「答
弁
」

国
会
の
討
論
が
あ
の
程
度
の
モ
ノ
だ
っ
た
と

は
…
法
務
相
の
辞
任
は
当
然
。
で
も
、
理
由
は

「
国
会
運
営
」
の
た
め
と
か
。
悪
い
と
思
っ
て

い
な
い
態
度
に
さ
ら
に
驚
い
た
。

首
相
の
任
命
責
任
も
重
大
で
す
よ
ね
。

あ
の
「
政
権
交
代
」
で
変
わ
っ
た
こ
と
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
二
大
政
党
の
ど
っ
ち

か
を
選
ぶ
こ
と
が
間
違
い
だ
っ
た
か
も
。

（
神
保
町
三
・
Ｃ
さ
ん
）

みなさんのご意見をお寄せください

疑
惑
の
核
心
は
、
小
学

校
解
体
工
事
受
注
の
時
に

区
議
会
議
員
が
関
与
し
、

五
百
万
円
を
受
け
取
っ
た

こ
と
が
事
実
で
あ
る
の
か

ど
う
か
で
す
。

事
実
だ
と
す
れ
ば
、
十

五
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
て

も
、
議
員
と
し
て
道
義
的

責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
旧
庁
舎
跡
地

を
含
め
、
二
十
七
カ
所
の

未
利
用
地
の
公
共
事
業
の

入
札
が
公
正
に
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
共
事
業
の
落
札
に
不

正
が
あ
れ
ば
、
税
金
が
不

正
に
使
わ
れ
た
こ
と
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

区
公
共
事
業
不
正
疑
惑

「
解
明
を
求
め
る
会
」
が
結
成
さ
れ
る

今
後
の
公
共
事
業
の
公
正
性
の
た
め
に

区
民
か
ら
は
、
「
校
舎

解
体
時
に
談
合
等
、
不
正

な
行
為
が
あ
っ
た
の
か
。

入
札
に
区
議
会
議
員
が
関

与
し
た
の
か
」
に
つ
い
て

解
明
を
求
め
る
声
が
あ
が

り
、
「
公
共
事
業
の
不
正

入
札
疑
惑
の
真
相
解
明
を

求
め
る
会
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
声
に
こ
た
え
て
、

党
区
議
団
は
他
会
派
に
呼

び
か
け
、
第
四
回
定
例
区

議
会
で
再
度
、
調
査
特
別

委
員
会
設
置
を
提
案
す
る

予
定
で
す
。

これからどうなる？

高齢者医療保険

調
査
特
別
委
員
会
を
再
度
提
案

「後期高齢者医療保険制度」の見直しが

検討されています。

「国民健康保険」の中にいれ、高齢者を

別枠で保険料などを算定するとしています。

高齢になれば病院に行くことが多くなる

のは当たり前のこ

とです。

この医療費を高

齢者自身の負担に

していく仕組みで

は、保険料値上げ

が目に見えていま

す。

在日米軍への

「思いやり予算」

の一部でも、国民

の医療のために使

ってほしいもので

すね。




